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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 農業農村整備事業（水環境整備事業） 

地 区 名 三ツ又池地区 

事業箇所 弥富市 

事業のあ

らまし 

本地区は弥富市の木曽川下流に位置する海抜０ｍ以下の低平地であり、古くから洪水と干拓の

歴史を繰り返してきた地域である。 

一方、豊かな水に恵まれ稲作を中心とした農業が発展し、美しい田園風景や水郷景観が広がっ

ている。 

三ツ又池は市の北東部を流れる宝川の遊水池であり、その満水面積は約１５ｈａに及び、水郷

地帯である市のシンボル的な存在となっている。 

本地区は、池の適正な維持管理のために管理用道路・多自然型護岸等の整備をおこなうととも

に、生態系や景観の保全・調和に努め、中之島・水生植物園等の整備により美しい水郷景観を形

成し地域住民の憩いの場を創出することを目的に、平成６年度から事業を実施し平成２０年度に

完了した。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

①池の適切な保全管理の向上 

②地域住民の憩いの場・交流の場の創出 

③魅力ある美しい水郷景観の形成 

【副次目標】 

   なし 

事 業 費 
事業費 内訳 

29億円 ■工事費 23億円、■用補費 2億円、■その他 4 億円 

事業期間 採択年度 平成6年度 着工年度 平成 6 年度 完成年度 平成 20年度

事業内容 
拠点広場 1箇所、中之島 1箇所、多自然型護岸 L=1,150m、管理用道路L=2,940m、 

水生植物園 2箇所、ｻﾌﾞ広場 1箇所、親水砂浜広場 1箇所、親水ﾃﾞｯｷ L=130m 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況 

1) 主 要 目

標 の 達 成

状況 

【達成状況】 

① 池の適切な保全管理の向上 

池周辺に管理用道路及び護岸が整備されたことで池の維持管理が容易となり、弥富

市・愛西市で構成される三ツ又池管理協議会により適正に管理が行われている。 

「弥富市健康フェスタ」で実施したアンケート調査でも、三ツ又池に堆積するゴミが

減ったと評価する回答が７１％（そう思う４４％、少しそう思う２７％）と利用者から

好ましい評価を得られた。 

② 地域住民の憩いの場・交流の場の創出 

整備された拠点広場や管理用道路は、散策やジョギング、ウォーキング等の場として日

常的に利用されているとともに、様々な団体により各種イベントや地域活動が行われ、 

継続的に活用されている。 

主なイベントとしては、弥富市健康フェスタ、芝桜まつり、三ツ又池公園植樹祭、地元

小中学校のマラソン大会、海部地区駅伝大会などが供用開始後、継続的に開催され定着し

てきており、イベント開催時には、100 台の駐車場が満車になるほど多くの人々が訪れて

いる。 

主な地域活動としては、地元高校生による三ツ又池の水質・生きもの調査、農地・水保

全管理支払事業の活動組織やボランティア団体による植栽活動などが継続的に行われて

いる。 

また、平成２２年には全国的規模の催しである「ため池フォーラム」において、当池が

現地見学コースに選定され、県内外から多くの人々が訪れた。 

（別紙３）
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①
事
業
目
標
の
達
成
状
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1)主要目

標の達

成状況 

アンケート調査でも、地域の憩いの場が増えたと評価する回答が８０％（そう思う 

６３％、少しそう思う１７％）と利用者から好ましい評価が得られた。 

（弥富市主催の三ツ又池公園植樹祭 平成24年度 参加人数：約140名） 

 

③ 魅力ある美しい水郷景観の形成 

  アンケート調査では、地域の景観がよくなったと評価する回答が８１％（そう思う 

６４％、少しそう思う１７％）とあり、他のアンケート結果からも、魅力ある美しい水

郷景観の形成について利用者から好ましい評価が得られた。 

 

 

【達成状況に対する評価】 

以上より、設定した主要目標に対し、池の適切な保全管理がなされ、地域一体となって

の活動が増え、地域の憩いの場や人々の交流の場の創出、美しい水郷景観の形成に寄与し

ていると評価できる。 

2)副次目

標の達

成状況 

該当なし。 

 

②
事
業
効
果
の
発
現
状
況 

【費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化】 

 事業採択時 実績 備考 

事業期間 H6～H21(16年間) H6～H20(15年間)  

事業費

(億円)

工事費 21 23  

用地補償費 2 2  

その他 5 4  

合 計 28 29  

効果の

検 証

要 因

地域の憩いの場の創出 

各種イベントや地域活動などの活用状況 

 

 

 

 事業完了後、弥富市健康フェスタ等、各種イベントが開催されており、地域住民の憩いの

場・交流の場として利用されている。 

 弥富市健康フェスタ参加者 約400人(平成21年弥富市聞き取り) 

           内容 ウォークラリー、魚釣り大会、駅伝大会(平成24年 68チーム

参加)等 

【事業期間に対する評価】 

 円滑に事業が進んだことから１年短縮して事業完了し、事業効果は当初の見込みどおり発

現している。 

【事業費に対する評価】 

概ね事業採択時とおりの事業費で完了した。 
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地域の景観がよくなった

地域の憩いの場が増えた

水に親しむ機会が増えた

動植物にとって優しい環境になった

子供たちの自然学習の場が増えた

安全に散策できる場所が増えた

三ツ又池に堆積するゴミが減った

各種イベントなど、地域一体となっての活動が増えた

今後、三ツ又池を利用したいと思うか

そう思う 少しそう思う そう思わない 無回答

（H24弥富市健康フェスタ アンケート 配布数99人、回収数80人） 
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②
事
業
効
果
の
発
現
状
況 

 

【効果の検証要因に対する評価】 

各種のイベント・地域活動が定着し、継続的に行われており、アンケート結果からも地域

の憩いの場として利用されている評価がえられていることから、事業効果は概ね計画通り

達成されている。 

 

 

④ 

業
実
施
に
よ
る
環
境
の
変
化

 

本事業の実施により、池の適切な保全管理の向上、地域住民の憩いの場・交流の場の創出、

魅力ある美しい水郷景観の形成が達成でき、池及び周辺環境が改善されている。 

 

 

Ⅲ 対応方針（案） 

今後の事後評

価の必要性 

主要目標が計画通り達成されているため、今後の事後評価は不要である。 

改善措置の必

要性 

 主要目標が計画通り達成されているため、改善措置は不要である。 

同種事業に反

映すべき事項 

今後ともよりよい整備を行うためには、地域住民との意見交換を通じて、地域の体制や特

性を反映し、地域の状況に即した整備が必要である。 

 

Ⅳ 事業評価監視委員会の意見  

三ツ又池地区の対応方針(案)〔改善措置等の必要なし〕を了承する。 

 

Ⅴ 対応方針 

改善措置等の必要なし 

 

 


